
 

 

 

 

 

 

 

 

 

２学期スタート！ 
 長かった夏休みが終わり、２学期が始まりました。この４３日間、子どもたちはどのように過ごしたでしょうか。
猛暑に加え、新型コロナウイルス感染症拡大の影響もあり、思い切り活動することができにくかったかもしれませ
んが、長い休みだからこそ挑戦したり、じっくり取り組んだりできたこともあるのではないでしょうか。また、日
常ではなかなか得られない思い出もできたことと思います。それらの経験を生かして、２学期もまた充実した学校
生活が送れることを願っています。 
 

備前焼ができあがりました 
 学校の窯から次々と出てくる子どもたちの備前焼の作品。夏休み中の８月２２日、窯出しを行いました。並べら
れた作品は、作った子どもたち一人一人の思いに炎が作り上げた自然な色合いが加わり、一つ一つどれもが魅力的
なものに仕上がっていました。 
 ６月には、学級ごとに、毎年お世話になっている藤原宏先生に作り方のこつを教えていただきながら作品の形を
作っていきました。しっかり乾燥させた後、７月には、教職員が藤原先生に棚板の設置や作品の並べ方など、窯焚
き前の準備の仕方を教えていただきながら窯入れをしました。そして７月２８日から８月１日までの５日間、ガス
や薪を使い、じっくり１２００℃まで上げながら焚き上げていきました。細かな温度の記録、ガスの調整や薪のく
べ方など、なかなか気が抜けません。窯焚きの期間中は、藤原先生が毎日様子を見に来てくださったほか、地域の
方や卒業生、保護者の方なども応援に来てくださいました。４年生は総合的な学習の一つとして見学に来て、その

迫力を肌で感じていました。 
 そのようにしてできあがった備前焼の作品。この備前焼作りに携わってみると、子どもたちの豊かな発想力に加えて、多くの工
程があり、そして多くの人の力があってできあがるものだと気付かされます。毎年備前焼を作っている伊部小学校の子どもたちは、
どのようなことを感じているのでしょうか。ただ単にお皿ができた、コップができたというだけではなく、そこに至るまでのさま
ざまな過程、いろいろな人が関わっていること、地域としてこの文化を大切に守っていることなども含めて、自分の作品を味わっ
てほしいものだと思います。 
 今年もこども備前焼作品展に出品した後、持ち帰ります。また、一部の作品は職員玄関のところに一年間展示します。ぜひ、お
子さんや、他の子どもたちの作品をじっくり鑑賞してみていただければと思います。            校長：笠原 智彦  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページ  http://www.city.bizen.okayama.jp/shimin/school/bizen/s_inbe/s_inbe.jsp  

 

備前市立伊部小学校  

学校だより  

令和４年９月１日発行  

学校教育目標： 明るく、仲よく、よく働く子どもを育てる 
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